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IEC TC86（Technical  Com-
mittee86：第86専門委員会）はIEC
（International Electrotechnical 
Commission：国際電気標準会議）
において光ファイバ通信に関する国
際規格制定を担う標準化組織です．
ここではIEC TC86における標準化活
動概要と，特に最近の会合で議論さ
れた光ファイバ･ケーブル技術のト
ピックと今後の展開について紹介し
ます.

IECにおける
光ファイバ･ケーブル標準

IEC（International Electrotechnical 
Commission：国際電気標準会議）は電
気技術に関するすべての分野の国際標
準 ・ 規格を作成する組織であり，製品
仕様にあたる国際規格を開発するとと
もに，安全性 ・ 品質の観点で標準規格

適合保証を提供しています．IECでは
技術分野ごとに設立されたTC（Tech-
nical Committee：専門委員会）で国
際標準の内容や制定 ・ 改訂に関する具
体的な議論がなされており，光通信シ
ステムにおける光製品の仕様や試験方
法はTC86が所掌しています．NTTは
光通信システムに関する技術開発や仕
様の検討を行っており，また国際標準
は設備の調達や接続仕様にも大きく関
係することから，IEC TC86における
標準化活動に積極的に参画し，日本で
利用している通信ネットワークや製品
仕様を踏まえその品質や相互接続性が
保証できるよう，国際標準化に向けた
提案や文書審議への対応を行っていま
す．なお，光ファイバ ・ ケーブル標
準については公衆通信ネットワーク
システムにおける要求条件の観点か
らITU-T（International Telecommu-

nication Union-Telecommunication 
sector：国際電気通信連合）のSG15
でも国際標準化議論がなされており，
積極的に参画しています．IECでは主
に光製品における調達仕様と国際標準
との整合性の観点で，ITU-Tでは通
信システムの相互接続性の担保と要求
条件の観点で標準化議論を進めてお
り，お互いに密に連携しながら標準化
活動を推進しています． 

IECの中でTC86は “ファイバオプ
ティクス” 技術を所掌しており，主に
光ファイバ ・ケーブル，光コネクタや通
信装置とともに用いる光ファイバシス
テム，モジュール，デバイスに関する
標準（用語，特性とその試験法，構成
方法，インタフェース等の光学的，環
境的，機械的要件）を整備することを
目的としています．TC86が担う技術
分野を図 ₁ ，TC86の組織構成を図 ₂

図 1 　IEC TC86が担当する技術分野
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に示します．TC86は技術分野ごとに
決定権を有する ₃ つのSC（Sub Com-
mittee：技術分科会）を有し，光ファ
イバ ・ ケーブルを主管とするSC8₆A，
光接続部品を主管とするSC8₆B，光
サブシステムと能動部品を主管とする
SC8₆Cがあります．また規格文書の
具体的議論を行う1₂のWG（Working 
Group：作業部会）を有します．それ
ぞれのWGにおいて担当する技術分野
における標準の新規制定や改訂の提案
や文書の作成を実施し, 文書の発行や
検討計画を各SCで決定します．ここ
ではIECで議論されている光ファイ
バ ・ ケーブル標準の最近の動向を説明
します．

IECにおける光ファイバ･ケーブル
標準の動向と取り組み

IEC TC86が所掌するファイバオプ
ティクス分野では，特にデータセンタ
における光ファイバ ・ ケーブル需要の
急速な増加や欧州 ・ 新興国における
FTTH（Fiber To The Home） の 急
速な普及を背景に，アクセスシステム
向けの光ケーブルや接続部品の標準化
議論が活発に行われています．光ファ
イバ ・ ケーブル標準を扱うSC8₆Aで
は，光ケーブルの多心化 ・ 高密度化に
伴う光ファイバ心線や光ファイバテー
プ心線標準の改訂や，各国の使用環境
を考慮した光ケーブルの多様な試験方
法の提案 ・ 審議が進められています． 

日本からも，日本で開発され導入さ
れている間欠接着型光ファイバテープ
心線の標準提案を行い国際標準として
制定されるとともに，光ケーブルの摩
擦係数や凍結耐性の試験方法の新規標
準化を提案し，標準文書として制定す
ることが合意され議論が進められてい

ます．
図 ₃ に光ファイバテープ心線の構

造例を示します．従来の光ファイバ
テープ心線は複数の光ファイバを一括
で被覆しているため取り扱い上の柔軟
性が制限されますが，間欠接着型光
ファイバテープ心線では長手方向に離
散的に接着することで，丸めたり任意
の方向に曲げることができる等柔軟性
が向上し, かつ整列による一括接続性

も可能です．ここで従来の光ファイバ
テープ心線標準では変形しないことを
前提に寸法や試験方法が規定されてい
たため，間欠接着型も考慮できるよう
標準を改訂し，新たにIEC₆₀₇₉₄-1-₃1
として標準文書を制定しました．間欠
接着型光ファイバテープ心線の実現に
より，光ケーブル内への光ファイバの
実装密度を極限まで高めることがで
き，日本でも超高密度光ケーブルに用
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図 2 　IEC TC86を構成する小委員会（SC）と作業部会（WG）
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WG 1  光ファイバの製品規格と試験方法

WG 3  光ケーブルの製品規格と試験方法

WG 4  光接続部品・受動部品を評価する試験・測定方法

WG 6  光接続部品（コネクタ等）・クロージャの製品規格

WG 7  光受動部品（スプリッタ・スイッチ等）の製品規格

JWG 8  光パッチコード製品規格（SC86Aとの合同部会）

光サブシステム・光能動部品

WG 1  光サブシステムのパラメータ・試験・設計方法

WG 2  光製品を用いたセンシング方法等

WG 3  光増幅器・ダイナミックモジュールの製品規格と試験方法

WG 4  光能動部品・デバイスの製品規格と試験方法

WG 4  光測定器の校正手順

JWG 9  光配線盤の製品規格と試験方法（TC91との合同部会）

図 3 　光ファイバテープ心線の構造
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いられ導入されていますが，最近では
海外でも多心光ケーブルの高密度化に
利用され始めています．

また，光ケーブルの試験方法の標準
は光ケーブルの特性を客観的に保証す
るために必須になります．日本では屋
内配線向けに低摩擦のインドアケーブ
ルが開発 ・ 導入されていますが，光
ケーブルの摩擦係数については標準試
験法がなく，類似製品があってもその
性能を客観的に判断することが困難で
した．図 4 に日本が提案した光ケーブ
ルの摩擦係数試験方法を示します．複
数の光ケーブルを多条敷設することを
考慮した光ケーブルどうしの動摩擦係
数の試験方法となっており，プラス
チックフィルムどうしの摩擦係数の試

験方法をベースにNTTで確立した方
法です．国外でも敷設する光ケーブル
の増大に伴い光ケーブルの摩擦は高い
関心を集め光ケーブルの機械特性試験
方法の 1 つとして新たに標準制定を
することで合意されました．

さらに光ケーブルの寒冷地での敷設
を考慮した凍結耐性を評価するための
試験方法についても，NTTにおける
知見をもとに新たな試験方法として提
案しました．提案した試験方法は図 5
に示すように光ケーブルを水で満たし
た管路内に設置して冷却し，実際に敷
設される管路内での凍結環境を模擬し
て光ケーブルの特性を試験するもので
す．NTTでは日本国内の多様な環境
下で光ケーブル設備を敷設 ・ 運用して

おり，そこで用いられる光ケーブル
は，この試験方法によって評価し，対
策に必要な条件を定めています．凍結
環境における知見や提案は例が少なく
参加国からも高い関心を集め，凍結試
験方法として日本提案を新たに加える
ことで合意されました．

これらの新たな光ファイバ ・ ケーブ
ル標準は日本の技術を広く海外にも展
開するとともに，粗悪な製品を排除し
ユーザの使用環境における光ケーブル
の特性を客観的に保証することができ
ます．

今後の展開

日本は光ファイバ ・ ケーブル技術に
ついて世界に先駆けて国内展開を推進
し，IEC TC86でも主要国の 1 つとし
て高い発言力とプレゼンスを有しま
す．光ファイバ ・ ケーブル技術に関す
る多くの導入 ・ 運用実績や知見に基づ
き，国際標準化でも関係するITU-T
とも密に連携しながら，光通信ネット
ワークの発展に資する国際標準の整備
に貢献していきます．また将来の
IOWN（Innovative Optical and 
Wireless Network）構想の実現に不
可欠となる次世代光ファイバ ・ ケーブ
ル技術についても，研究開発と標準化
活動の両輪で技術の確立を推進してい
きます．

図 4 　インドアケーブルの摩擦係数試験方法
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図 5 　光ケーブルの新たな凍結試験方法
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